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注 意 事 項 

 

1. 受験番号と氏名を解答冊子の表紙の指定の場所に記入しなさい。 

 指定の場所以外に記入してある場合は、全答案を無効とします。 

2. 解答は所定の解答欄に横書きで記述しなさい。 

3. この問題冊子の最後に下書き用紙があります。下書き用紙を問題冊子から 

 切り離して使ってもかまいません。 

4. 提出するのは解答冊子だけです。問題冊子と下書き用紙は持ち帰りなさい。 
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問題 A 次の文章を読んで、以下の設問に答えなさい。 

 

 なぜ、人はさみしくなってしまうのでしょうか。 

今や携帯電話や SNS で、いとも簡単に他人とつながることができる便利な世のなかに暮らしている

にもかかわらず、なぜ、わたしたちはときに強いさみしさを感じ、気分が深く落ち込んでしまうのでし

ょうか。 

「今日 1日、誰とも会話をしていなくて孤独感を覚える」という人もいるでしょう。 

大切な人を失ったことで、何年ものあいだ喪失感から抜け出せないという人もいるでしょう。 

仲のいい家族と暮らしていても、心を許せる大勢の友だちと過ごしていても、さみしさを感じるこ

とはあるはずです。事業で大成功し、巨額の富を築いて華やかな交友関係を楽しんでいるような、誰も

が羨む著名人でさえ、ふとさみしさを感じることはあります。 

多かれ少なかれ、すべての人の人生の、どんな瞬間にも、さみしさは心のなかのどこかに潜んでいる

ものなのです。 

わたしたちにとって、そんなありふれた感情であるにもかかわらず、なぜさみしいという感情は、こ

うも不快で、こうもやっかいなものなのでしょうか。 

まず、さみしさは他人と共有することが難しい感情であることが挙げられます。 

例えば、いきなり不意打ちで誰かに殴られたら、痛いと感じて、「怒り」や「恐怖」といった感情が

生じると思います。自分が殴られていなくても、殴られた人にそのときの状況を聞けば、殴られた人が

どのくらいの痛みを感じ、どれほど腹が立ち恐怖を感じたのか、ある程度は想像することもできます。 

しかし、さみしいという感情は、感じ方の個人差が非常に大きいため、どんなときにどのように感じ

るのか、他の人に説明することが難しい。 

他人が想像することも、とても難しい感情なのです。 

さみしい人というと、ついひとりでいる人を想像しがちですが、「ひとり=さみしい」とは限りませ

ん。冒頭でも少し述べましたが、ひとりや孤独は状態を指す言葉であり、一方のさみしいは主観的な感

情だからです。 

数時間ひとりになることを想像しただけで、とても悲しい気持ちになってしまう人もいれば、数日

間、あるいはもっと長い時間をひとりで過ごしてもまるでさみしさを感じない人もいます。むしろ、

「ひとりでいると他人に気を遣わずに済むから楽」「ひとりの時間のほうが好き」という人もいるでし

ょう。 

そもそもさみしさの理由がはっきりしていることもあれば、なぜ自分はさみしいのか、理由がよく

わからないこともあります。 

それくらい、さみしいという感情には個人差があり、捉えどころのない心の動きなので、他人と共有

することが難しいのです。 

複数のネガティブ感情が重なることで、より強いさみしさを感じてしまうこともあれば、なんとな

くやり過ごしていたらいつの間にか消えていた、ということもあります。 

さみしいという感情が消えるタイミングは、人や状況によってまちまちなので、とても扱いにくい

のです。 

 

 いずれにせよ、さみしいという感情は誰のなかにも存在します。 

大人になってからあまりさみしさを感じなくなったという人も、おそらく子どもの頃は、一緒にい

たはずの両親からはぐれてしまったり、突然ひとりぼっちになったりするとさみしくなり、不安で泣

いてしまったという経験があるのではないでしょうか。 

なぜわたしたちには、さみしいという感情が生じるのか――。 

著作権保護の観点から 

問題は掲載していません。 
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この問いに対しては、脳科学や生物学の観点から、さみしいという感情には人が進化するうえで、な

にかしらの役割があったからだと考えられます。 

さみしいという感情は、人という社会的な生物にとって必要不可欠なものであり、ときに強い痛み

を伴うほど強力に発動させることで、人という種を存続させ、進化を果たしてきたと示唆されます。 

赤ちゃんや幼い子どもは、母親の姿が見えなくなったとたんに泣き出し、抱きかかえられると泣き

止むことがあります。 

ひとりでは生きられないほど未熟な状態であるため、自分を守ってくれるはずの存在がそばにいな

いことは、いわば大きな生命の危機にさらされている状態です。その危機をさみしさというシグナル

で敏感に感じ取り、誰かに守ってもらえるように大声で泣くことで、まわりに知らせていると見るこ

とができるでしょう。 

そう考えると、さみしさは危険や危機を予測する防御反応であると同時に、「生き延びること」を強

く欲する力の淵源
えんげん

でもあるといえそうです。 

 わたしたちが「現代社会」と呼ぶいまの世界は、人の進化の過程においては、ほんの一瞬の出来事、

それこそまばたきするような期間に過ぎません。 

人類は、これまで多くの時間で集団をつくり、狩りをして過ごしてきました。初期の人類は、単独で

いるよりも集団でいるほうが生存の可能性が極めて高く、共同体や組織などの社会的集団をつくるこ

とで生き延びてきたのです。 

哺乳類では多くの種が、餌を得るために、また個体としての脆弱性をカバーするために、群れをつ

くって生きてきました。その哺乳類のなかでも、とりわけ足が遅く、力も体も弱いのが人類です。 

そんなわたしたち人類が、ここまで生き延びることができたのは、より濃密で、極めて高度な社会性

を持つ集団をつくることに長けた生物だったからといえます。 

そして、その社会的結び付きをより強く維持するために、集団でいるときは心地よさや安心感を抱

き、孤立すると居心地が悪くなり不安やさみしさを感じるようになったと見ることができます。 

そうしたシステムが、わたしたちの遺伝子に組み込まれていると考えるほうが自然なのです。 

さみしさが、コントロールすることが難しい情動である理由も、これで説明できそうです。 

人が種を残し生き延びるためには、食欲や性欲と同じように、さみしさも意志の力などで簡単にコ

ントロールできないように仕組まれた「本能」であると考えることができるのです。 

（中野信子著『人は、なぜさみしさに苦しむのか？』より一部改変） 

 

問１ 筆者が「さみしさ」についてどのように述べているかを要約しなさい。 

 

問２ さみしさを対処する方法について、本文を読んであなたの考えを 600字以内で答えなさい。 

 

著作権保護の観点から 

問題は掲載していません。 
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問題 B 次の文章は、英語で書かれた文章の日本語訳である。但し、一部を原文に差し替えている。

全体を読んで、以下の設問に答えなさい。*のついた英単語には文章の後に注がある。 

 

 ひどく落胆したリンカーンは、ミード将軍にあてて一通の手紙を書いた。このころのリンカーンは

ことばづかいがきわめてひかえ目になっていたということを念のためにつけ加えておこう。だから、

1863年に書かれたこの手紙は、リンカーンがどれほど腹を立てて書いたか想像ができよう。 

拝啓 わたしは、敵将リーの脱出によってもたらされる不幸な事態の重大性を、貴下が正しく認

識されているとは思えません。敵はまさにわが掌中にあったのです。追撃さえすれば、このところ

わが軍のおさめた戦果とあいまって、戦争は終結にみちびかれたに相違ありません。しかるに、こ

の好機を逸した現在では、戦争終結の見込みはまったく立たなくなってしまいました。貴下にと

っては、去る月曜日にリーを攻撃するのがもっとも安全だったのです。それをしも、やれなかった

とすれば、彼が対岸に渡ってしまった今となって、彼を攻撃することは、絶対に不可能でしょう。

あの日の兵力の 3 分の 2 しか、今では、使えないのです。今後、貴下の活躍に期待することは無

理なように思われます。事実、わたしは期待していません。貴下は千載一遇の好機をのがしたので

す。そのために、わたしもまたはかり知れない苦しみを味わっています。 

 ミード将軍がこの手紙を読んで、どう思っただろうか？ 

 実は、ミードは、この手紙を読まなかった。リンカーンが投函しなかったからだ。この手紙は、リン

カーンの死後、彼の書類のあいだから発見されたのである。 

 これはわたしの推測にすぎないが、おそらくリンカーンは、この手紙を書きあげると、しばらくのあ

いだ窓から外をながめていたことだろう。そしてこうつぶやいたにちがいない―― 

「待てよ、これは、あまり急がないほうがいいかも知れない。こうして、静かなホワイト・ハウスの奥

にすわったまま、ミード将軍に攻撃命令をくだすことは、いともたやすいが、もしもわたしが(1)ゲティ

スバーグの戦線にいて、この一週間ミード将軍が見ただけの流血を目のあたりに見ていたとしたら、

そして、戦傷者の悲鳴、断末魔のうめき声に耳をつんざかれていたとしたら――たぶん、わたしも、攻

撃を続行する気がしなくなったことだろう。もしわたしが、ミードのように生まれつき気が小さかっ

たとしたら、おそらく、わたしも、彼と同じことをやったにちがいない。それに、もう万事手遅れだ。

なるほど、この手紙を出せば、わたしの気持はおさまるかも知れない。だがミードは、どうするだろう

か？ 自分を正当化して、逆にこちらを恨むだろう。そして、わたしに対する反感から、今後は司令官

としても役立たなくなり、結局は、軍を去らねばならなくなるだろう」 

 そこで、リンカーンは、この手紙を、前述のとおり、しまいこんだのに相違ない。リンカーンは過去

の苦い経験から、手きびしい非難や詰問は、たいていの場合、なんの役にも立たないことを知っていた

のだ。 

 (2)セオドア・ルーズヴェルトは、大統領在任中なにか難局にでくわすと、いつも、居室の壁にかかっ

ているリンカーンの肖像をあおぎ見て、 “What would Lincoln do if he were in my shoes? How would he 

solve this problem?” と、考えてみるならわしだったと、みずから語っている。 

   The next time we are tempted to admonish* somebody, (3)let’s pull a five-dollar bill out of our pocket, look at 

Lincoln’s picture on the bill, and ask, “How would Lincoln handle this problem if he had it?” 

   Mark Twain lost his temper occasionally and wrote letters that turned the Paper brown. For example, he once 

wrote to a man who had aroused his ire*: (4)“The thing for you is a burial permit. You have only to speak and I will 

see that you get it.”  

 また、あるときは、出版社の編集長に、つぎのような手紙を書き送った。 
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「わたしの原稿に手を入れて、綴りや句読点を変えるなど、大それたまねをする校正係に伝えていた

だきたい――以後、原稿どおり忠実に校正し、自分の考えは、自分の腐った脳みそに、しっかりねり込

んで、悪臭がもれないように封をしておけと」 

   The { ① stinging / ② writing / ③ feel / ④ Mark Twain / ⑤ letters / ⑥ these / ⑦ of / ⑧ made } 

better. They allowed him to blow off steam, and the letters didn’t do any real harm, because Mark’s wife secretly 

lifted them out of the mail. They were never sent. 

   Do you know someone you would like to change and regulate and improve? Good! That is fine. I am all in favor 

of it, but why not begin on yourself? 他人を矯正するよりも、自分を直すほうがよほど得であり、危険も

少ない。利己主義的な立場で考えれば、たしかにそうなるはずだ。 

 自分の家の玄関がよごれているのに、隣りの家の屋根の雪に文句をつけるなと教えたのは、東洋の

賢人孔子である。 

 

(Partly adapted from How to Win Friends and Influence People, written by Dale Carnegie originally 

 published in 1936; 日本語訳文は山口博訳『人を動かす[新装版]』1999年発行より抜粋) 

 

[NOTE]   

admonish*: caution 

ire*: anger 

 

問１ 下線部 (1) は、リンカーンが“government  甲  the people,  乙  the people,  丙  the people”と

いう名句で知られる演説を行った地として有名である。 甲   乙   丙  に入る英語の前置詞を

解答欄に記入しなさい。 

 

問２ 下線部 (2) の大統領について、次の問題(あ)および問題(い)に答えなさい。 

 

問題(あ) この大統領は在任中に、日本とある国との戦争の調停に関与した。その調停に対する、当

時の日本の人々の反応はどのようなものであったか、その理由を含めて簡潔に述べなさい。 

問題(い) アメリカ合衆国にはこの人物と同姓の大統領がいる。「FDR」という愛称で呼ばれ、日本

でも繰り返し上演される人気ミュージカルにも登場する。この「FDR」が、在任中に日本との関

係で何を行ったか簡潔に述べなさい。 

 

問３ 下線部 (3) を日本語に訳しなさい。 

 

問４ 下線部 (4) を日本語に訳しなさい。 

 

問５ 英文中の {    } にある語をもっとも適切な順に並び替えて英文を完成させ 3番目と 8番目に

くる選択肢の番号を答えなさい。 

 

問６ この文章の中に登場する思想家の学派のうち、鎌倉時代に日本に伝えられて江戸幕府の思想的

な基盤となったものを漢字 3文字で答えなさい。 

 

著作権保護の観点から 

問題は掲載していません。 
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問７ 以下の英文は、Twain の主要な作品の冒頭部分の抜粋である。主人公のHuck が話しことばで語

る 1 人称小説のため非標準英語が使用されている。たとえば“without”や“ain’t”は英和辞典に俗語や

方言として記載されている表現である。これらの表現以外にも複数箇所でHuck は動詞について文

法的なミスをしている。それらの誤りを指摘して訂正しなさい。 

 

   You don’t know about me without you have read a book by the name of The Adventures of Tom Sawyer, 

but that ain’t no matter. That book was made by Mr. Mark Twain, and he told the truth, mainly. There was 

things which he stretched, but mainly he told the truth. That is nothing. I never seen anybody but lied, one time 

or another, without it was Aunt Polly, (…). 

  (Partly adapted from Adventures of Huckleberry Finn, written by Mark Twain in 1885.) 

 

 

 

著作権保護の観点から 

問題は掲載していません。 


